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2025/8/18(月) 
Ⅱ列王記 14:17-29 

北イスラエル王国ヤロブアム2世につ
いて見てみよう。 
●彼の評価について、良いところと悪
いところを書き出してみよう。
（24-25） 
●領土を回復できたのはなぜだろう？
（26） 
●当時の北イスラエル王国は、アモス
書によると、とにかく腐敗していたよ
うだ。（アモス2:6-7、12、6:1-7）　
そんな中で、神様は、北イスラエル王
国をどう見ているかな。（27） 
⭐ このように、神様はどんなに罪人で
も憐れみ、助けや回復を送ってくださ
る方だよ。昨日の1日を振り返って、
神様が憐んで助けてくださったと思う
出来事を探してみよう！

2025/8/19(火) 
Ⅱ列王記 15:1-22 

・ユダの王アザルヤ 
列王記には記述が少ないけれど、第二
歴代誌(26章)には詳しく記録が残され
ている。彼の時代に国は栄えたけれ
ど、心が高ぶり神様の信頼を裏切った
ため、主に打たれたんだ(5)。高ぶる
ことが神様との関係にどんな影響があ
るかを考えよう。神様と無関係な生き
方をしないためにどうするべきだろう
か？ 

・8-22には北イスラエルの王たちの
ことが記されている。次々と謀反によ
って王が代わっていき、国が衰退して
いく。この箇所は何を私たちに伝えて
いるだろう？

2025/8/20(水) 
Ⅱ列王記 15:23-38 

　北イスラエルの王ペカフヤとペカ
も、主の目に悪を行う王だった。そし
てペカの時代にアッシリアに攻めら
れ、多くの住民が捕囚される出来事が
起こる(29)。 
　一方ユダでは、ヨタムが王となっ
た。彼の時代に、アラムの王レツィン
と北イスラエルの王ペカが連合してユ
ダを苦しめ始める。これは主によるこ
とだった。ユダにとって試練の時だっ
たけど、この時神様は預言者イザヤを
遣わしてイエス様が来られることを伝
えるよ(イザヤ7,8章)。 
　今試練にあっているように思えるこ
とはあるだろうか？苦しみの中で神様
が何をあなたに語っておられるか、祈
って耳を傾けてみよう。

2025/8/21(木) 
Ⅱ列王記 16章 

●アハズは何年エルサレムを治めたか
な？2節 
●苦しくて困ったときアハズはなにを
たよったかな？7節 
●この箇所はエルサレムがまわりの国
から攻められてアッシリアに助けを求
める箇所だよ。じつはアハズはイザヤ
書でイザヤから『恐れてはならない』
(イザヤ7:1～3)と言われていたんだ。
だけどアハズはアッシリアを頼り、ア
ッシリアと偶像の祭壇まで作ったよ。
だけどその後のアッシリアとの関係は
アハズを苦しめることになったよ。アハ
ズはなにを頼ったらよかっただろう。
私たちは苦しいとき、神様を頼れば神
様が、守ってくれるよ。神様は頼ってく
れるのを待っているよ。今日も神様を
頼って出て行こう。

2025/8/22(金) 
Ⅱ列王記 17:1-23 

●北イスラエルが滅亡しようとし
ていた。5-6v,23vを読むとどこの
国によって攻めれたかな？ 

●これはアッシリア捕囚とも言わ
れる歴史的出来事だ。7v～はこう
なった理由が書かれてあるね。そ
れは何かな8v。また神様は罪を離
れるためにどんなことをしてくれ
たかな？13-14v 

●人は良くない影響はすぐ受け
る。きみはどうかな？そのことで
誰かに注意を受けたことはあるか
い？それは神様からの助け舟かも
しれないね。

2025/8/23(土) 
Ⅱ列王記 17:24-41 

　アッシリアの王様たちに支配され
て、イスラエルの人々は他の民族と混
ざって生活をするようになった。 
　神様を恐れない人々の中に、獅子が
送られてその原因を考えるけれど、聖
書での唯一の神様を、地域にある多く
の神様の一つとして見ていた人たちに
は大事なことに、気がつくのが難しか
った。そのまま、『神様だけを恐れな
ければならない』という神様からの戒
めは守られないまま歴史は進んでいっ
たんだ。 
　この世の中の考えは、なかなか神様
中心にはならない。だけど、その中で
まっすぐに神様を見上げて、この地の
ために祈っていこう！ 
助けてくださる神様に信頼しよう！

2025/8/24(日) 
Ⅱ列王記 18:1-12 

・ヒゼキヤの優れていた点はどんなと
ころだろう？列王記にはどのような評
価がなされているだろうか？また、彼
が行った宗教改革はどのようなものだ
っただろう？ 

・ヒゼキヤの信仰は、強国アッシリア
との関係にどのように表れているだろ
うか？ 

・ヒゼキヤの時代に北イスラエルの首
都サマリヤが攻められ滅ぼされてしま
った。その原因を聖書は12節にまと
めているよ。私たちの歩みを振り返
り、神様の声に従うということを考え
てみよう！

あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げ
られ、神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリス
トを通して献げる、聖なる祭司となります。 
（ペテロの手紙第一　２章42節）


